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設計条件

道路規格

橋　　長

主塔間距離

幅　　員

平面線形

L= 117.000 m

W=   1.000 m

歩道橋

縦断勾配

横断勾配

雪 荷 重

材　
　

質

床　　版

高　　欄

ロープ索

鋼　　材

設計震度

90°00′00″

適用基準

床版,床組,ハンガー　1.0kN/m2

R= ∞

積雪深200cm時　SW2=4.4kN/m2

レベル1地震動　kh=0.17

小規模吊橋指針・同解説　昭和59年4月

道路橋示方書・同解説書　平成24年3月

L= 117.000 m

レベル

1％放物線勾配

形　　式

上 部 工

下 部 工

アンカー

単径間無補剛吊橋

逆Ｔ式橋台

グランドアンカー方式

斜　　角

活 荷 重
ケーブル,塔,主桁,下部工　1.0kN/m2

風 荷 重 風上側より　4.5kN/m2

床版グレーチング

ロープ式防護柵　H=1200mm

上
部
工

下
部
工

鉄　　筋

コンクリート

グランドアンカー

SM400A　SS400

JSSC規格

σck=24N/mm2

SD345

PC鋼より線

耐 風 索 ロープ索＋グランドアンカー　設置角度20°

圧雪時　　　　 SW1=1.0kN/m2
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道路規格
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適用基準

床版,床組,ハンガー　1.0kN/m2

R= ∞

積雪深200cm時　SW2=4.4kN/m2

レベル1地震動　kh=0.17

小規模吊橋指針・同解説　昭和59年4月

道路橋示方書・同解説書　平成24年3月

L= 117.000 m

レベル

1％放物線勾配

形　　式

上 部 工

下 部 工

アンカー

単径間無補剛吊橋

逆Ｔ式橋台

グランドアンカー方式

斜　　角

活 荷 重
ケーブル,塔,主桁,下部工　1.0kN/m2

風 荷 重 風上側より　4.5kN/m2

床版グレーチング

ロープ式防護柵　H=1200mm

上
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SD345

PC鋼より線

耐 風 索 ロープ索＋グランドアンカー　設置角度20°

圧雪時　　　　 SW1=1.0kN/m2

1000

1220

1800

床板(グレーチング)

FB-25×3

5
0

地覆

1
2
0
0

8
@
1
5
0
＝
1
2
0
0

1
2
5
0
(
高
欄

高
)

2
9
.
5

1
5
0

1
5
0
0

(
路

面
～

主
索

芯
:
中

央
部

)

1
5
0

100 290 260 700 260 290 100

2000

耐風支索

7×7φ10(ST1470)

1
4
2
9
.
5

(中
央部）

1000

1220
5
0

1
2
0
0

8
@
1
5
0
＝
1
2
0
0

1
2
5
0

2
9
.
5

1
5
0

手摺索 7×7φ10(ST1470)

1
4
2
9
.
5

100 290 260 700 260 290 100

2000

2
9
.
5

1
5
0

1
5
0

1
4
5

3
0

4
7
4
.
5

支点上構造高表

A1橋台支点 A2橋台支点

路面高標高 544.006 

床板厚 0.025 

(取付用平鋼) 0.0045

縦桁高 0.150 

横桁高 0.150 

支承高 0.145 

支承下面高 543.532 

支承モルタル厚 0.030 

台座コンクリート高

下部工標高

7
5

7
5

2
0
°

3
2
9
.
5

3
2
9
.
5

床板(グレーチング)

FB-25×3

FB-6×75

ネット

φ3.2×50

地覆

FB-6×75

ネット

φ3.2×50

標準断面図 支点部断面図S=1:20 S=1:20

600

544.006 

0.025 

0.0045

0.150 

0.150 

0.145 

543.532 

0.030 

(変性飽和ポリエステル樹脂塗装品)

吊索 7×7φ10(ST1470)

(変性飽和ポリエステル樹脂塗装品)

手摺索 7×7φ10(ST1470)

(変性飽和ポリエステル樹脂塗装品)

0.108 

543.394 

0.108 

543.394 

STK400

φ508×12.7

SMA400

H-500×200×10×16

1800

1
4
0
8
5

▽544.000

▽558.085(塔頂理論点)

(橋台天端)

主塔断面図 S=1:60

▽544.000

(路面天端)

６

25　　　　　　　3

工 事 名 大山滝吊橋新設工事

令和    年度施工

中部総合事務所環境建築局

当　　初



A1側主索アンカーフレーム S=1:10

2800

100 1080 100 1080 100 340

1
2

2
3
0

2
0

1
9
0

2
0

9
5

9
5

595 115.5 1247 115.5 727

240 20

4
3
2

4
1
2

3
8
8

2
22
2

2
2 2
2

7

(1組当たり　製作数:2組)

2-PL　22×230×2800

2-PL　22×190×240

6-PL　12×100×412

4-PL　22×100×100 (Net:71)

10
0

100

42

7

30
0

25
00 28

00

30
°

構造用スパイラルロープ

1×61 φ45 ST1470

10
1.
5

アンカーフレーム全体図

30
0

25
00 28

00

アンカーフレーム本体図

1
9
3
3

鳥 取 県

位 　 置

縮 　 尺

図 　 号 全　  　葉中の内 

1:10 単 　 位

図 　 名

路 線 名

東伯郡琴浦町野井倉

ＭＭ

中国自然歩道

A1側主索アンカーフレーム

６

25　　　　　　　4

工 事 名 大山滝吊橋新設工事

令和    年度施工
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注記）

1．特記なき材質は（BN類を除く）SM400Aとする。

2．本図材料は※部材を溶融亜鉛メッキ処理とする。

　付着量はJISH8641（HDZ55）とし、BN類については

　JIS　H8641（HDZ35）とする。

3．施工時に、再測量により部材寸法を照査する。
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1．特記なき材質は（BN類を除く）SM400Aとする。

2．本図材料は※部材を溶融亜鉛メッキ処理とする。

　付着量はJISH8641（HDZ55）とし、BN類については
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3．施工時に、再測量により部材寸法を照査する。
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注 )  塔柱部の配筋を行う際は、干渉させないように現地にて配置調整すること。

8

8 7

7

A 2塔柱橋台側

A 2塔柱橋台側

※s

【機械式定着工法特記事項】

　※s印表記はせん断補強鉄筋,※ y印表記は横拘束鉄筋への

　機械式鉄筋定着工法を示すものであり下記の基準等を

　満足すること。

　1 .道路橋示方書・同解説( H 2 9 . 1 1  日本道路協会)

　 2 .機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

  　　（H 2 8 . 7  機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注)  施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の

　  承認を得て工事を実施すること。

A1塔柱橋台配筋図(その1)

位  置  図
1

2

1

2 3

4

3

4

A 1塔柱橋台配筋図(その1 )
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注)  塔柱部の配筋を行う際は、干渉させないように現地にて配置調整すること。

支承平面図

【機械式定着工法特記事項】

　※s印表記はせん断補強鉄筋,※ y印表記は横拘束鉄筋への

　機械式鉄筋定着工法を示すものであり下記の基準等を

　満足すること。

　1 .道路橋示方書・同解説( H 2 9 . 1 1  日本道路協会)

　 2 .機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

  　　（H 2 8 . 7  機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注)  施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の

　  承認を得て工事を実施すること。
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【機械式定着工法特記事項】

　※s印表記はせん断補強鉄筋,※ y印表記は横拘束鉄筋への

　機械式鉄筋定着工法を示すものであり下記の基準等を

　満足すること。

　1 .道路橋示方書・同解説( H 2 9 . 1 1  日本道路協会)

　 2 .機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

  　　（H 2 8 . 7  機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注)  施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の

　  承認を得て工事を実施すること。
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【機械式定着工法特記事項】

　※s印表記はせん断補強鉄筋,※ y印表記は横拘束鉄筋への

　機械式鉄筋定着工法を示すものであり下記の基準等を

　満足すること。

　1 .道路橋示方書・同解説( H 2 9 . 1 1  日本道路協会)

　 2 .機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

  　　（H 2 8 . 7  機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注)  施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の

　  承認を得て工事を実施すること。
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5 5 - D 1 3  X  7 6 0

1 4 1 4

1
5
1

1 2 8

A
 

1 2 5 0 - D 1 6  X  1 7 0 0

1 4 1 4

1
5
1

1 2 8

A
 

1 3 1 9 - D 1 6  X  1 7 0 0

※ s R = 4 8

9 1 7

1
5
1

1 2 8

P
 

1 1 3 2 - D 1 6  X  1 2 0 0

1 8 4 0

P
 

1 2 4 - D 1 6  X  1 8 4 0

8 5 6～ 1 6 0 6

P
 

1 3 8 - D 1 6  X  1 2 4 0（平均長）

2 4 0

6
8
7
～

1
4
3
7

2 4 0

P
 

1 4 8 - D 1 6  X  1 5 5 0（平均長）

2
7
3
7

3
8
8

1 3 5° 0 0′

1 5 0 0

3
7
5

P
 
6 2 0 - D 2 5  X  5 0 0 0

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

(
6
9
0
以

上
)

1 2 8

1
5
1

4 2 4 2

1
5
1

1 2 8
A

 
5 2 3 - D 1 6  X  4 8 0 0

1 2 8

1
5
1

4 2 4 2

1
5
1

1 2 8A
 
6 2 3 - D 1 6  X  4 8 0 0

R = 4 8R = 4 8

R = 4 8 R = 4 8

【機械式定着工法特記事項】

　※s印表記はせん断補強鉄筋,※ y印表記は横拘束鉄筋への

　機械式鉄筋定着工法を示すものであり下記の基準等を

　満足すること。

　1 .道路橋示方書・同解説( H 2 9 . 1 1  日本道路協会)

　 2 .機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

  　　（H 2 8 . 7  機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注)  施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の

　  承認を得て工事を実施すること。

P
 
8 1 0 - D 2 5  X  5 5 0 0

S = 1 : 5 0

※ s

※ y

※ s

※ s

※ s

鉄　筋　表
記　号 径 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　　量 摘  要

P  1 D 2 5 1 7 0 0 1 0 3 . 9 8  6 . 7 7 6 8

P  2 〃 1 5 0 0 1 0 〃 5 . 9 7 6 0

P  3 D 1 6 4 3 0 0 3 1 . 5 6  6 . 7 1 2 0

P  4 〃 4 3 0 0 3 〃 6 . 7 1 2 0

P  5 D 1 3 7 6 0 5 0 . 9 9 5 0 . 7 6 4

P  6 D 2 5 5 0 0 0 2 0 3 . 9 8  1 9 . 9 0 3 9 8

P  7 D 1 6 4 3 0 0 1 1 1 . 5 6  6 . 7 1 7 4

P  8 D 2 5 5 5 0 0 1 0 3 . 9 8  2 1 . 8 9 2 1 9

P  9 〃 5 5 0 0 6 〃 2 1 . 8 9 1 3 1

P 1 0 D 1 6 2 3 4 0 3 6 1 . 5 6  3 . 6 5 1 3 1

P 1 1 〃 1 2 0 0 3 2 〃 1 . 8 7 6 0

P 1 2 〃 1 8 4 0 4 〃 2 . 8 7 1 1

P 1 3 〃 1 2 4 0 8 〃 1 . 9 3 1 5 (平均長 )

P 1 4 〃 1 5 5 0 8 〃 2 . 4 2 1 9 (平均長 )

1 2 3 0

A  1 - 1 D 2 2 4 0 0 0 1 0 3 . 0 4  1 2 . 1 6 1 2 2

A  1 - 2 〃 4 0 0 0 1 0 〃 1 2 . 1 6 1 2 2

A  2 - 1 〃 5 5 0 0 9 〃 1 6 . 7 2 1 5 0

A  2 - 2 〃 2 5 0 0 9 〃 7 . 6 0 6 8

A  3 - 1 〃 4 0 0 0 1 0 〃 1 2 . 1 6 1 2 2

A  3 - 2 〃 4 0 0 0 1 0 〃 1 2 . 1 6 1 2 2

A  4 - 1 〃 5 5 0 0 9 〃 1 6 . 7 2 1 5 0

A  4 - 2 〃 2 5 0 0 9 〃 7 . 6 0 6 8

A  5 D 1 6 4 8 0 0 2 3 1 . 5 6  7 . 4 9 1 7 2

A  6 〃 4 8 0 0 2 3 〃 7 . 4 9 1 7 2

A  7 - 1 〃 4 0 0 0 2 〃 6 . 2 4 1 2

A  7 - 2 〃 4 0 0 0 2 〃 6 . 2 4 1 2

A  8 - 1 〃 5 5 0 0 3 〃 8 . 5 8 2 6

A  8 - 2 〃 2 5 0 0 3 〃 3 . 9 0 1 2

A  9 - 1 〃 4 0 0 0 2 〃 6 . 2 4 1 2

A  9 - 2 〃 4 0 0 0 2 〃 6 . 2 4 1 2

A 1 0 - 1 〃 5 5 0 0 3 〃 8 . 5 8 2 6

A 1 0 - 2 〃 2 5 0 0 3 〃 3 . 9 0 1 2

A 1 1 〃 1 9 2 0 3 8 〃 3 . 0 0 1 1 4

A 1 2 〃 1 7 0 0 5 0 〃 2 . 6 5 1 3 3

A 1 3 〃 1 7 0 0 1 9 〃 2 . 6 5 5 0

A 1 4 〃 2 4 0 0 2 1 〃 3 . 7 4 7 9

A 1 5 〃 5 3 0 0 8 〃 8 . 2 7 6 6

1 8 3 4

記　号 径 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　　量 摘  要

H  1 D 1 6 1 5 0 0 3 6 1 . 5 6  2 . 3 4 8 4

H  2 〃 3 9 3 0 2 〃 6 . 1 3 1 2

H  3 〃 1 5 0 0 1 2 〃 2 . 3 4 2 8

H  4 〃 1 5 3 0 2 〃 2 . 3 9 5

1 2 9

F  1 D 2 5 4 2 8 0 1 9 3 . 9 8  1 7 . 0 3 3 2 4

F  2 D 1 6 1 5 9 0 1 9 1 . 5 6  2 . 4 8 4 7

F  3 D 1 9 7 1 0 0 1 9 2 . 2 5  1 5 . 9 8 3 0 4

F  4 D 1 6 4 3 0 0 1 1 1 . 5 6  6 . 7 1 7 4

F  5 D 1 3 4 3 0 0 5 0 . 9 9 5 4 . 2 8 2 1

F  6 〃 4 3 0 0 2 1 〃 4 . 2 8 9 0

F  7 D 1 9 4 3 0 0 5 2 . 2 5  9 . 6 8 4 8

F  8 〃 4 3 0 0 5 〃 9 . 6 8 4 8

F  9 〃 5 5 2 0 1 0 〃 1 2 . 4 2 1 2 4

F 1 0 D 1 6 1 3 7 0 4 1 . 5 6  2 . 1 4 9

F 1 1 〃 1 3 8 0 1 6 〃 2 . 1 5 3 4

F 1 2 D 1 3 1 5 3 0 6 0 . 9 9 5 1 . 5 2 9

F 1 3 D 1 6 1 6 2 0 1 8 1 . 5 6  2 . 5 3 4 6

1 1 7 8

D 2 5 1 2 0 0  k g

D 2 2 9 2 4  k g

D 1 9 5 2 4  k g

D 1 6 1 5 9 9  k g

D 1 3 1 2 4  k g

4 3 7 1  k g合　計

A1塔柱橋台配筋図(その5)

A 1塔柱橋台配筋図(その5 )

６
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工 事 名 大山滝吊橋新設工事

令和    年度施工

中部総合事務所環境建築局

当　　初



鳥 取 県

位 　 置

縮 　 尺

図 　 号 全　  　葉中の内 

単 　 位

図 　 名

路 線 名

東伯郡琴浦町野井倉

中国自然歩道

図 示 Ｍ・ＭＭ

A1アンカレイジ構造一般図

架設アンカー金具 S= 1 : 1 0

※架設アンカー金具の設置位置は、ケーブルクレーン鉄塔天頂への仰角θ= 6 0°以下となるように配慮する。

（ケーブルクレーン施工業者と調整のこと。）

座標値表

①

②

③

④

X Y

-68566.8715

-68571.1933

-68570.8942

-68575.2161 -66166.8125

-66169.3268

-66159.8975

-66162.4118

8 0 0 0

4
5
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

4
5
0
0

2
0
0

1
0
0

1 0 01 0 0 8 0 0 0

5 0 0 0

4
5
0
0

2
0
0

1
0
0

4
5
0
0

2
0
0

1
0
0

1 0 01 0 0 5 0 0 0
2
0
0
0

2
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

5 3 9 . 1 5 7 5 3 9 . 1 5 7

5 4 3 . 6 5 7 5 4 3 . 6 5 7

5 3 9 . 1 5 7

5 4 3 . 6 5 7

5 3 9 . 1 5 7

5 4 3 . 6 5 7

5 0 0 0

8
0
0
0

8
0
0
0

1
4
4
3

6
5
5
7

1
4
4
3

6
5
5
7

1 6 0 0 1 8 0 0 1 6 0 0

5 0 0 0

1 6 0 0 1 8 0 0 1 6 0 0

5 4 1 . 8 0 4 (ピン芯 )

6
4
7

1
8
5
3

架設ケーブル

1 4 4 36 5 5 7

主索

θ= 3 0°

③ ④

②①

架設アンカー金具

1
9
3
3

架設アンカー金具

4 5 0

7 5 3 0 0 7 5

7
5

3
0
0

7
5

4
5
0

1
9
5

6
0

1
9
5

4 - 3 5φ

4 - C 2 0

1
0
0

2
5

2
0
0

2
2
5

7 5 3 0 0 7 5 6 01 9 5 1 9 5

R
1
0
0

1 1

φ
7 2

A N C  B O L T　 D 3 2 x 4 4 0 ( M 3 0 x 9 0 )（ S D 3 4 5）

3 5 0 9 0

4 4 0

D
3
2

M
3
0

S B 6 0

6 0 9 0 6 0

7
0

1 5 0

6 0

9
0

3
5
0

3 0 0

4 5 0

7 5 3 0 0 7 5

7
5

3
0
0

7
5

4
5
0

1
9
5

6
0

1
9
5

4 - 3 5φ

4 - C 2 0

1
0
0

2
5

2
0
0

2
2
5

7 5 3 0 0 7 5 6 01 9 5 1 9 5

R
1
0
0

1 1

φ
5 6

A N C  B O L T　 D 3 2 x 4 4 0 ( M 3 0 x 9 0 )（ S D 3 4 5）

3 5 0 9 0

4 4 0

D
3
2

M
3
0

S B 4 4

9
0

3
5
0

3 0 0

4 4 6 6 4 41 1 0

4 4

5
4

トラックケーブル用

控え索用

A1主索アンカーフレーム図参照

S = 1 : 1 0 0

A
1
塔

柱
橋

台
側

A 1 塔柱橋台側

A 1アンカレイジ構造一般図

正 面 図 断 面 図

平 面 図
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工 事 名 大山滝吊橋新設工事

令和    年度施工

中部総合事務所環境建築局

当　　初



鳥 取 県

位 　 置

縮 　 尺

図 　 号 全　  　葉中の内 

単 　 位

図 　 名

路 線 名

東伯郡琴浦町野井倉

ＭＭ

中国自然歩道

図 示

A 1アンカレイジ配筋図(その1 ) S= 1 : 5 0

8
0
0
0

8
0
0
0

5 0 0 0

5 0 0 0

1 0 0 1 0 0

2 0 0

2 0 0 1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 2 0 0

2 0 0

1
0
0

1
0
0

3
0
@
2
5
0
=
7
5
0
0

1
5
0

1
5
0

1
0
0

1
0
0

3
0
@
2
5
0
=
7
5
0
0

1
5
0

1
5
0

1 0 0 1 0 0

2 0 0

2 0 0 1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 2 0 0

2 0 0

8
0
0
0

8
0
0
0

5 0 0 0

5 0 0 0

1 0 0 1 0 0

2 0 0

2 0 0 1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 2 0 0

2 0 0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

1 0 0 1 0 0

2 0 0

2 0 0 1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 2 0 0

2 0 0

T
 
9 D 1 3

T
 

D 1 3

T
 

1 3 D 1 3

T
 
1 D 1 3

T
 
2 D 1 3

T
 
3 D 1 3

T
 
4 D 1 3

6
5
5
7

1
4
4
3

1
5
7

2
4
@
2
5
0
=
6
0
0
0

1
5
7

2
4
@
2
5
0
=
6
0
0
0

1
4
4
3

6
5
5
7

T
 

1 4 D 1 3 T
 

1 3 D 1 3

4
5
0
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

1
6
@
2
5
0
=
4
0
0
0

5 0 0 0

1 0 0 1 0 0

2 0 0

2 0 0 1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 2 0 0

2 0 0

T
 
9 D 1 3

T
 

1 4 D 1 3

T
 

1 6 D 1 3

1  -  1 2  -  2

4  -  4

T
 
8 D 1 3

T
 
6 D 1 3

T
 
5 D 1 3

5 0 0 0

5 @ 1 0 0 0 = 5 0 0 0

T
 
5 D 1 3

T 6 D 1 3

T
 
8 D 1 3

T
 

1 3 D 1 3T 1 3 D 1 3

 

T
 

D 1 31 6

T
 

D 1 31 7

4
5
0
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

1
6
@
2
5
0
=
4
0
0
0

T 7 D 1 3 T 7 D 1 3

1 2

T
 

1 0 D 1 3

T
 

D 1 31 1

8 0 0 0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

8 0 0 0

1 0 01 0 0

2
0
0
0

1 0 0

1 5 0

1 5 0

3 0 @ 2 5 0 = 7 5 0 01 5 0

1 5 0

T
 
3 D 1 3

T
 
1 D 1 3

6
@
2
5
0
=
1
5
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

T
 
5 D 1 3

T
 
6 D 1 3

T
 
9 D 1 3

T
 

D 1 3

T
 

1 5 D 1 3

T
 

1 5 D 1 3

T
 
7 D 1 3 T

 
1 4 D 1 3

鉄筋組立図

T D 1 31 6

T 1 D 1 3

T 2 D 1 3

T
 
3 D 1 3

T
 
4 D 1 3

3  -  3

T D 1 31 7

4
5
0
0

1 0
0

4
5
0
0

2
5
0
0

1
0
0

6 5 5 7

2 4 @ 2 5 0 = 6 0 0 0 1 5 7

1 4 4 3

T
 
8 D 1 3

T
 

D 1 3

1 2T
 

D 1 3

1 1

1 0

注 1 )アンカーフレームの埋込はA 1側主索アンカーフレーム、架台図を参照のこと。

注2 )アンカーフレームや架台と鉄筋が干渉する場合は、鉄筋位置の調整で対応すること。

A1橋台アンカレイジ配筋図(その1)

1 1

4

4

3

3

位  置  図

2 2
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工 事 名 大山滝吊橋新設工事

令和    年度施工

中部総合事務所環境建築局

当　　初



鳥 取 県

位 　 置

縮 　 尺

図 　 号 全　  　葉中の内 

単 　 位

図 　 名

路 線 名

東伯郡琴浦町野井倉

ＭＭ

中国自然歩道

図 示

A 1アンカレイジ配筋図(その2 ) S= 1 : 5 0

7 8 0 0

1
9
5

4 8 0 0

1
9
5

1
9
5

3 3 0 5 4 0 0 2

2
8
0
3

1
9
5

9 0 8

T
 

1 0 - D 1 3  X  3 5 0 0 T
 

1 0 - D 1 3  X  7 0 0 0

1
9
5

5 3 0 5 2 0 0 2

2
8
0
3

1
9
5

9 0 8

T
 

1 1 - D 1 3  X  5 5 0 0 T
 

1 1 - D 1 3  X  5 0 0 0

1 5 0° 0 0′1 5 0° 0 0′ 4
3
0
0

1 7 0 0 3 7 0 0

4
3
0
0

6 0 0

4 8 0 0

5 0 0 0 3 5 0 0

9 4 6～ 8 0 2

T
 

4 - D 1 3  X  5 0 0 0 T
 

4 - D 1 3  X  3 5 0 0

4 5 0 0 3 5 0 0

1 0 2 4～ 5 9 1

T
 

8 - D 1 3  X  4 5 0 0 T
 

8 - D 1 3  X  3 5 0 0

4 0 0 0 3 5 0 0

9 5 7～ 6 6 8

7 5 5 4～ 7 6 9 8

< 5 5 0以上 >

T
 

6 - D 1 3  X  4 0 0 0 T
 

6 - D 1 3  X  3 5 0 0

6 9 7 6～ 7 4 0 9

< 5 5 0以上 >

6 5 4 3～ 6 8 3 2

< 5 5 0以上 >

6 3 9 9 6 3 9 9

< 5 5 0以上 > < 5 5 0以上 >

1 2 0° 0 0′ 1 2 0° 0 0′

4 8 0 0

< 5 5 0以上 >

4
0
3
8

1 9 6 2 3 4 6 2

4
0
3
8

6 2 4

3
6
0
5

3 8 9 5 1 8 9 5

3
6
0
5

9 9 0

4 8 0 0

4 8 0 0

< 5 5 0以上 >

< 5 5 0以上 >

1 9 5

4
3
2
6

1 9 5

1 9 5

4
8
2
6

1 9 5

5 0 0 0 3 5 0 0

7 0 0

T
 

1 6 - D 1 3  X  5 0 0 0 T
 

1 6 - D 1 3  X  3 5 0 0

< 5 5 0以上 >

1 9 5

3
6
4
4

1 9 5

T
 

4 - D 1 3  X  4 8 0 0

T
 

2 6 - D 1 3  X  5 1 9 0

T
 

2 6 - D 1 3  X  6 0 0 0 T
 

2 6 - D 1 3  X  8 0 0 0

T
 

1 - D 1 3  X  6 0 0 0 T
 

1 - D 1 3  X  7 5 0 0

T
 

1 - D 1 3  X  7 5 0 0 T
 

1 - D 1 3  X  5 5 0 0

T
 

3
4
-
D
1
3
 
X
 
5
2
2
0

T
 

2
4
-
D
1
3
 
X
 
4
7
2
0

T
 

4
-
D
1
3
 
X
 
4
0
4
0

3 - 1 3 - 2 4 - 1 4 - 2

5 - 1 5 - 2

6 - 1 6 - 2

7 - 1 7 - 2

8 - 1 8 - 2

9 - 1 9 - 2

1 4

1 3

1
5

1
6

1
7

1 1 - 1 1 1 - 2

1 0 - 1 1 0 - 2
注 )  コンクリート強度σｃｋ= 1 8 N / m m 2

質　　量 摘  要

4 4

6 6

6 0

2 5

5 5

7 5

6 0

5 5

3 5

7 0

8 0

5 6

2 0

1 4

3 6

2 8

2 4

2 1

1 5 5

2 0 7

6

7

7

5

1 4 (平均長 )

1 8 (平均長 )

1 9

1 3 4

1 7 6

1 1 3

1 6

1 7 0 1

　   鉄筋の材質は全てS D 3 4 5

合　計

鉄　筋　表
記　号 径 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量

T  1 - 1 D 1 3 4 0 0 0 1 1 0 . 9 9 5 3 . 9 8

T  1 - 2 〃 6 0 0 0 1 1 〃 5 . 9 7

T  1 - 3 〃 5 5 0 0 1 1 〃 5 . 4 7

T  2 - 1 〃 2 5 0 0 1 0 〃 2 . 4 9

T  2 - 2 〃 5 5 0 0 1 0 〃 5 . 4 7

T  2 - 3 〃 7 5 0 0 1 0 〃 7 . 4 6

T  3 - 1 〃 5 5 0 0 1 1 〃 5 . 4 7

T  3 - 2 〃 5 0 0 0 1 1 〃 4 . 9 8

T  4 - 1 〃 3 5 0 0 1 0 〃 3 . 4 8

T  4 - 2 〃 7 0 0 0 1 0 〃 6 . 9 7

T  5 - 1 〃 5 0 0 0 1 6 〃 4 . 9 8

T  5 - 2 〃 3 5 0 0 1 6 〃 3 . 4 8

T  6 - 1 〃 5 0 0 0 4 〃 4 . 9 8

T  6 - 2 〃 3 5 0 0 4 〃 3 . 4 8

T  7 - 1 〃 4 5 0 0 8 〃 4 . 4 8

T  7 - 2 〃 3 5 0 0 8 〃 3 . 4 8

T  8 - 1 〃 4 0 0 0 6 〃 3 . 9 8

T  8 - 2 〃 3 5 0 0 6 〃 3 . 4 8

T  9 - 1 〃 6 0 0 0 2 6 〃 5 . 9 7

T  9 - 2 〃 8 0 0 0 2 6 〃 7 . 9 6

T 1 0 - 1 〃 6 0 0 0 1 〃 5 . 9 7

T 1 0 - 2 〃 7 5 0 0 1 〃 7 . 4 6

T 1 1 - 1 〃 7 5 0 0 1 〃 7 . 4 6

T 1 1 - 2 〃 5 5 0 0 1 〃 5 . 4 7

T 1 2 - 1 〃 4 7 4 0 3 〃 4 . 7 2

T 1 2 - 2 〃 6 0 9 0 3 〃 6 . 0 6

T 1 3 〃 4 8 0 0 4 〃 4 . 7 8

T 1 4 〃 5 1 9 0 2 6 〃 5 . 1 6

T 1 5 〃 5 2 2 0 3 4 〃 5 . 1 9

T 1 6 〃 4 7 2 0 2 4 〃 4 . 7 0

T 1 7 〃 4 0 4 0 4 〃 4 . 0 2

D 1 3 1 7 0 1  k g

1 7 0 1  k g

7 8 0 0

< 5 5 0以上 >

4
0
0
0

8
5
0

5 1 5 0

5
5
0

3 6 2 7

9 7 7

T
 
1 - 1 1 1 - D 1 3  X  4 0 0 0

T
 
1 - 2 1 1 - D 1 3  X  6 0 0 0

7 8 0 0

< 5 5 0以上 >

1
8
7
3

T
 
1 - 3 1 1 - D 1 3  X  5 5 0 0

2
5
0
0
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注 )  コンクリート強度σｃｋ= 1 8 N / m m 2

　   鉄筋の材質は全てS D 3 4 5

S = 1 : 5 0

注 )鉄筋が箱抜き管に当たる場合は、ずらして配置する。

= 7 5 0

3 @ 2 5 0

1 0 @ 2 5 0 = 2 5 0 0

T
 

1 3 D 1 3

T
 

D 1 31 3

T
 

D 1 31 2

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

1
3
3

1
3
3

1
3
3

1
3
3

=
7
5
0

3
@
2
5
0

=
7
5
0

3
@
2
5
0

1
3
3

1
3
3

1
3
3

1
3
3

T
 
5 D 1 3

T
 
6 D 1 3

T
 
5 D 1 3

T
 

1 1 D 1 3

T

 

1 1 D 1 3

1
9
5

1 2 1 6

T
 
4 1 4 - D 1 3  X  1 4 2 0

1 1

4

43

3

位  置  図

2 2

5

5

右岸側耐風索基礎配筋図(その1)

６

25　　　　　　　17

工 事 名 大山滝吊橋新設工事

令和    年度施工

中部総合事務所環境建築局

当　　初



鳥 取 県

位 　 置

縮 　 尺

図 　 号 全　  　葉中の内 

単 　 位

図 　 名

路 線 名

東伯郡琴浦町野井倉

ＭＭ

中国自然歩道

図 示

右岸側耐風索基礎配筋図(その2)

下  流  側

右岸側耐風索基礎配筋図(その2 )

1
:
0
.
3

3 3 0 0

1 5 9 6 4 4 1

3 3 0 0

2
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

2
1
0
0

1
1
0
0

1
0
0

1
:
0
.
3

3 3 0 0

1 5 9 6 8 0 0 2 5 7 2 0 6 4 4 1

1 1 1 3 3 0

1
0
0
0

2
1
0
0

1
1
0
0

1
0
0

2 5 0

2 5 0

7 0

4 6 3

2 3 0

1
5
0

=
7
5
0

3
@
2
5
0

1 0 0 1 3 41 1 @ 2 5 0 = 2 7 5 01 5 8

1 5 8

=
9
0
0

4
@
2
2
5

=
1
0
0
0

4
@
2
5
0

1
0
0

=
9
0
0

4
@
2
2
5

=
1
0
0
0

4
@
2
5
0

T
 
2 D 1 3

T
 
2 D 1 3

T
 
3 D 1 3

1 0 0

1 5 8

1 5 8

= 1 0 0 0

4 @ 2 5 0

T
 
6 D 1 3

T
 

4 D 1 3

1
0
0

1 0 0

1 0 0

T
 
5 D 1 3

T
 
7 D 1 3

T
 
8 D 1 3

T
 
9 D 1 3

T
 

1 0 D 1 3

T
 

1 2 D 1 3

T
 

1 3 D 1 3

3 0 0 0

1 0 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 7 @ 2 5 0 = 1 7 5 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 1 0 0

3 0 0 0

1 0 0 = 5 2 5

3 @ 1 7 5

7 @ 2 5 0 = 1 7 5 0 = 5 2 5

3 @ 1 7 5

1 0 0

1  -  1

3
3
0
0

1
0
0

1
3
4

1
1
@
2
5
0
=
2
7
5
0

1
5
8

1
5
8

3
3
0
0

1
0
0

1
3
4

1
1
@
2
5
0
=
2
7
5
0

1
5
8

1
5
8

T
 

1 0 D 1 3

T
 
2 D 1 3

T
 

1 1 D 1 3

T
 
9 D 1 3

T
 
8 D 1 3

T
 
7 D 1 3

3 0 0 0

1 0 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 7 @ 2 5 0 = 1 7 5 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 1 0 0

3 0 0 0

2  -  2

3
3
0
0

1
0
0

1
5
8

1
5
8

3
3
0
0

1
5
9
6

1
0
0

1
5
8

1
5
8

=
1
0
0
0

4
@
2
5
0

1
8
0

=
1
0
0
0

4
@
2
5
0

1
8
0

1
7
0
4

1
5
9
6

T
 

1 2 D 1 3T
 
4 D 1 3 T

 
1 1 D 1 3

2
1
0
0

3 0 0 0

4  -  4

1 0 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 7 @ 2 5 0 = 1 7 5 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 1 0 0

T
 

1 5 D 1 3

1
0
0

1
0
0

T
 

1 0 D 1 3

T
 

1 2 D 1 3

3 0 0 0

4 5 0 6 7 5 7 5 0 6 7 5 4 5 0

2
1
0
0

=
9
0
0

4
@
2
2
5

=
1
0
0
0

4
@
2
5
0

T
 
6 D 1 3

T
 
5 D 1 3

鉄筋組立図

T 1 D 1 3

T 2 D 1 3

T
 
4 D 1 3

T D 1 31 4T D 1 31 5

T 3 D 1 3

1
9
0
0

3 0 6 6

1
2
9
4

T
 
1 1 4 - D 1 3  X  6 2 6 0

1 6 0
0 1

9
5

T
 
2 1 4 - D 1 3  X  1 8 0 0

1
7
0
0

1 9 5

T
 
3 1 4 - D 1 3  X  1 9 0 0

1
9
5

1 4 2 6

T
 
4 1 4 - D 1 3  X  1 6 3 0

1 1 0° 0 0′

8 6° 4 2′

7 3° 1 8′

2 8 0 0

T
 

1 1 5 - D 1 3  X  2 8 0 0

2 7 9 6～ 2 9 9 8

T
 
5 8 - D 1 3  X  2 9 0 0（平均長）

1 5 1 7～ 1 6 9 9

T
 
6 6 - D 1 3  X  1 6 1 0（平均長）

8
3
3

2 8 0 0

8
3
3T

 
7 1 - D 1 3  X  4 4 7 0

9
2
0
～

1
1
9
3

2 8 0 0

9
2
0
～

1
1
9
3

T
 
8 4 - D 1 3  X  4 9 2 0（平均長）

1 9 5

2
8
2
6

1 9 5

T
 

1
3

1
4
-
D
1
3
 
X
 
3
2
2
0

1 9 5

1
1
2
9

1 9 5

T
 

1
4

4
-
D
1
3
 
X
 
1
5
2
0

1 9 5

1
6
2
6

1 9 5

T
 

1
5

8
-
D
1
3
 
X
 
2
0
2
0

8
0
0

6
4
7

2
5
7

2
5
0

2
5
0

7
0

2
3
0

1 5 01 5 0

3 0 0

T
 

1 7 D 1 3T
 

1 6 D 1 3

3  -  3

6  -  6

1 3 0 0

T
 

1 6 4 - D 1 3  X  1 3 0 0

1
5
0
0

T
 

1 7 3 - D 1 3  X  1 5 0 0

T
 

1 6 D 1 3

1
5
1
6

2 8 0 0

1
5
1
6

T
 
9 1 - D 1 3  X  5 8 4 0

1
9
0
0

2 8 0 0

1
9
0
0

T
 

1 0 6 - D 1 3  X  6 6 0 0

2
1
0
0

3 0 0 0

5  -  5

1 0 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 7 @ 2 5 0 = 1 7 5 0

= 5 2 5

3 @ 1 7 5 1 0 0

T
 

1 4 D 1 3

1
0
0

T
 
8 D 1 3

T
 

1 2 D 1 3

3 0 0 0

4 5 0 6 7 5 7 5 0 6 7 5 4 5 0

2
1
0
0

=
9
0
0

4
@
2
2
5

T
 
5 D 1 3

1
0
0
0

1
1
0
0

1
1
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

1 8 0

1
9
5

2 8 0 0

1
9
5

T
 

1 2 1 0 - D 1 3  X  3 1 9 0

鉄　筋　表
記　号 径 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　　量 摘  要

T  1 D 1 3 6 2 6 0 1 4 0 . 9 9 5 6 . 2 3 8 7

T  2 〃 1 8 0 0 1 4 〃 1 . 7 9 2 5

T  3 〃 1 9 0 0 1 4 〃 1 . 8 9 2 6

T  4 〃 1 6 3 0 1 4 〃 1 . 6 2 2 3

T  5 〃 2 9 0 0 8 〃 2 . 8 9 2 3 (平均長 )

T  6 〃 1 6 1 0 6 〃 1 . 6 0 1 0 (平均長 )

T  7 〃 4 4 7 0 1 〃 4 . 4 5 4

T  8 〃 4 9 2 0 4 〃 4 . 9 0 2 0 (平均長 )

T  9 〃 5 8 4 0 1 〃 5 . 8 1 6

T 1 0 〃 6 6 0 0 6 〃 6 . 5 7 3 9

T 1 1 〃 2 8 0 0 5 〃 2 . 7 9 1 4

T 1 2 〃 3 1 9 0 1 0 〃 3 . 1 7 3 2

T 1 3 〃 3 2 2 0 1 4 〃 3 . 2 0 4 5

T 1 4 〃 1 5 2 0 4 〃 1 . 5 1 6

T 1 5 〃 2 0 2 0 8 〃 2 . 0 1 1 6

T 1 6 〃 1 3 0 0 4 〃 1 . 2 9 5

T 1 7 〃 1 5 0 0 3 〃 1 . 4 9 4

3 8 5

D 1 3 3 8 5  k g

3 8 5  k g合　計

1 2 6 3

注 )鉄筋が箱抜き管に当たる場合は、ずらして配置する。

注)  コンクリート強度σｃｋ= 1 8 N / m m 2

　   鉄筋の材質は全てS D 3 4 5

S = 1 : 5 0

T
 
5 D 1 3

T
 
6 D 1 3

T
 
5 D 1 3

T
 

1 1 D 1 3

 

D 1 31 3

T
 

D 1 31 2

T

T
 

1 3 D 1 3

1 1

4

4
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個
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